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平成 30 年度酸化チタン（Ⅳ）に関する
第１回措置検討会概要報告について

日本パウダーコーティング協同組合 事務局

トピックス

１．はじめに
　2018 年（平成 30年）８月 20日に恵比寿の東京塗
料会館にて日本酸化チタン工業会、日本塗料工業会、
日本工業塗装協同組合連合会、日本パウダーコーティ
ング協同組合の４者が集まり、日本酸化チタン工業会
より平成 30年度酸化チタン（Ⅳ）に関する第１回措
置検討会に出席しての概要報告をいただきましたの
で、これまでの簡単な経緯と共にその概要についてま
とめました。

２．これまでの経緯
①平成 18年１月に有害物ばく露作業報告制度が創設
される。

②平成23年７月 14日付　報道関係者宛資料より
・	「化学物質のリスク評価検討会」にて酸化チタン
は平成 21年に初期リスク評価、平成 22年に詳
細リスク評価が行われた。⇒ここが酸化チタン
に関する問題のスタート時点

③平成23年７月付　初期リスク評価書　No.52（初期）　
酸化チタンが出る。

④平成 23年 10-12 月　粉体塗装作業に伴うばく露測
定調査（パウダー協も３社で協力実施）測定は中
央労働災害防止協会にて実施。その他にチタン製
造会社、粉体塗料製造会社にても実施された。

⑤平成 24 年５月にリスク評価書No.52（中間報告）
が出された。

　検討会で定めた基準に対して、塗装作業や補充、清
掃作業において基準オーバーが見受けられた。

⑥平成 27年４月 -６月　再度前回調査の企業を含め
再調査が実施された。

⑦その後、平成 27年度詳細リスク（追加）調査物質
として平成 27年度の調査について報告書が出され
た。

　前回基準オーバーの企業はブース新規更新により改
善がなされていたが、新規基準が定められ、わず
かにそれをオーバー（再調査では吸入性粉じんテ
ストにおいて3 mg/m3 → 1 mg/m3 に基準変更され
ている）。

⑧平成 28年（月不明）詳細リスク評価書　No.52（詳
細）が出される（１回目と追加の２回目のデータ
が一括りで評価されている）。

⑨平成 28年 12月 16日付　報道関係者宛「平成 28年
度化学物質のリスク評価検討会報告書」を公表し
ます。 ～酸化チタン（Ⅳ）による健康障害の防止
措置を直ちに検討～ となった。

⑩平成 29年３月 17日　平成 28年度第６回化学物質
による労働者の健康障害防止措置に係る検討会が
行われる。

⑪平成 29年４月 27日　化学物質評価室長発で酸化チ
タン（Ⅳ）に関する健康障害防止措置の検討に向
けたアンケートについてが届く。

⑫平成 29年 10月 20日措置検討会（第１回目日本酸
化チタン工業会ヒヤリング）

⑬平成 29年 11月２日措置検討会（日本塗料工業会、
日本工業塗装協同組合連合会と共にヒヤリングを
受ける）

⑭平成 30年３月 12日措置検討会（第２回目日本酸化
チタン工業会ヒヤリング）

⑮平成 30年８月３日平成 30年度第１回健康障害防止
措置に係わる検討会が実施された（今回はこの概
要について報告するものである）。

３．平成 30 年度第１回健康障害防止措置に係
わる検討会の概要

①	関係する業界団体からのヒヤリングを通じて明ら
かになった検討課題
（1）	未処理と表面処理の二種類の酸化チタンの取り
扱いについて（EUでも同様の検討が始まって
いる）。特に表面処理酸化チタンの有害性の取
り扱いに関して

（2）	酸化チタンの発がん性について
	 RAC Opinon も踏まえた発がん性に関する検討
が必要である。https://initiative-pro-titandioxid.
de/wp-content/uploads/2017/10/RAC-Opinion-
Titandioxid.pdf

	 （ECHAによるCommittee for Risk Assessment 
RAC Opinion Titanium dioxide）

	 ＊ ECHA: European Chemicals Agency 
	 ＊ RAC: The Committee for Risk Assessment
	 poorly soluble low toxicity （PSLT） particles の
定義や閾値（閾値）などの議論にも留意が必要。

（3）	酸化チタンが発じんする可能性のある作業に関
して

　	再度ばく露実態調査を実施して再検討する必要
があるのでは！

（4）	新たな知見を考慮する必要が！
　	日本バイオアッセイ研究センターにおける長期
発がん性試験結果を考慮する必要がある〔上記
のような検討課題があり、現状ある粉じん則の
みの規制で足りるか、更に措置を加えるべきか、
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現時点でその判断をすることは困難であると考
えられる〕。

②今回の検討会の結論
「酸化チタンに係わる措置検討を一旦中断し、EU
における議論の状況も見ながら、日本バイオアッ
セイ研究センターにおける長期発がん性試験の結
果など新たな知見が出そろったところで、再度リ
スク評価検討会において有害性評価等を行うこと
としたい。」
これは、酸化チタンに係わる措置検討を一旦中断
するということで決して取りやめではない。2020
年度に再度リスク評価小検討会が実施される予定
ということなので振り出しに戻った状況と言える。

③当面の取組み
（1）	未処理の酸化チタンを取り扱う事業場のばく露実
態調査

（2）	樹脂等と混合された酸化チタンの再発じんの可能
性に係わる調査

（3）	EUにおける議論に係わる情報収集や酸化チタン
に係わる新たな知見の収集

（4）	固有の毒性にかかわらず、粉状物質である酸化チ
タンを長期間にわたって多量に吸入すれば、肺障
害の原因となり得るものであるため、措置検討
を中断するに当たって酸化チタン関係業界に対し
て、あらためて注意喚起を行う。

　	平成 29年（2017 年）基安発 1024 第 1号（粉状物
質の有害性情報の伝達による健康障害防止のため
の取組について）では、

	 資 料：http://www.yamaguchis.johas.go.jp/
hunjyobusshitsu.pdf

i）粉状物質の危険有害性等の情報提供
　・SDS交付の努力義務
　・ばく露防止等の取扱い上の注意事項も記載
ii）	ばく露防止対策の推進（粉じん則の適用が無い
場合）
・	作業環境中の粉状物質の濃度を測定し、リス
クアセスメントを実施。
・	作業環境の改善の目標としての濃度基準は吸
入性粉じんで 2 mg/m3（第３種粉じん）とす
る〔2 mg/m3 が未達の場合〕。
・	作業環境管理
	 粉じんの発散源を密閉または隔離施設の設置。
局排装置・プッシュブル型換気装置の設置。
湿潤状態に保つ設備の設置。集塵・排気装置
の管理。
・	作業管理
・	呼吸用保護具の使用等
iii）	健康管理について
iv）	労働衛生教育について
v）	行政への情報提供について
	 この基安発 1024 第１号の再徹底か類似の通達
が出されると予想される。

４．今後のパウダー協としての取組み
　今回、酸化チタン問題は 2020 年まで一旦中断とな
りましたが、関係団体と共に引き続きフォローを行っ
て参ります。
　酸化チタン問題に関係なく粉体塗料という粉状物質
を長期間多量に吸入することは肺障害の原因になり得
るものです。パウダー協としてもあらためて注意喚起
をここかしこで促して参ります。




